

















































































































































































































































































初年度の 1名を除いたすべての生徒が Power Pointで資料を作成できた．本校のカリキュ
ラムでは情報を 1年次に履修し，2年次に「総合的な学習の時間」を履修するので，彼ら
が一定の PCに関する知識を有していることは間違いないが，それ以上に近年高校生も個
人所有の PCを持っていたり，スマートフォンなどの電子機器を子供のころから使用した
りすることもあり，担当教員よりも優れた資料を作成できる生徒も少なくない．
上記の表の右側の 1学期の課題に関してはこれまですべての生徒が自分自身で世界遺産
を選びレポートを作成した．これは現在 1000以上の世界遺産という選択肢があるので，
生徒にとってもそれほど難しいことではないだろう．一方 2学期の自ら新しい世界遺産を
紹介するという課題はそれほど簡単ではない．誰もが知っているような観光地や建築物が
世界遺産になっていないのにはそれなりの理由があるだろう．またまだ高校 2年生では日
本各地にどのような観光地があるのかもそこまで詳しくない．それでも半数ほどの生徒は
夏休み位にはある程度目星をつけて構想にとりかかる．生徒の中には夏休みや休日に家族
とあるいは一人で旅行をしたり，地理研究会や地学部，歴史研究会の夏合宿などで自ら撮
影した写真を使用するものもいる．一方でなかなか候補地を決めることができない生徒た
ちには全国各地から集めたパンフレットなどを見せて，候補地を決められるように促して
いく．
このようにして行われたプレゼンテーションは実に多様で個性的なものばかりである．
それぞれの年度で生徒たちによる評価の高かったものとして，2016年度の「メタボリズ
ム建築群」，2017年度の「瀬戸内海の多島海が育む海上歴史遺産群」，2018年度の「伊豆
の国　山中城」の 3つについて簡単に紹介したい．「メタボリズム建築群」では授業で学
んだ 20世紀の近代建築の世界遺産を踏まえて黒川紀章などを中心にした日本における建
築運動とその建築物に焦点を当てて，その独自性を世界遺産へと推薦した．「瀬戸内海の
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多島海が育む海上歴史遺産群」は島国の日本に海に関する世界遺産が少ないという発想か
ら，既存の世界遺産である「厳島神社」を核に，瀬戸内海にある倉敷・秋芳洞・呉など多
様な構成要素を世界遺産に一括して推薦するものである．「伊豆の国　山中城」は既存の
世界遺産の「姫路城」は近世城郭であるとし，その上で日本の城（址）の多くは中世城郭
であるという点に注目し，中世城郭の最高傑作として静岡県にある山中城を推薦した．私
の説明では十分にその魅力は伝わらないだろうが，彼らの発表は非常に完成度が高いもの
であった．
彼らだけでなく，すべての生徒が「総合的な学習の時間」の目指す自ら学ぶ力や主体性，
創造性など多岐に渡る力を一定程度身に着けるという成果を上げることができたのではな
いかと考えている．しかし繰り返しにはなるが，この授業を企画・運営するには膨大な時
間や手間，そして費用もかかっている．もちろん教員の仕事はこれだけでなく，元来の教
科の指導，ホームルームの運営，部活指導，行事の運営，父母対応など枚挙に遑がない．
学習指導要領の改訂ではもちろん「総合的な学習の時間」が「総合的な探求の時間」に変
更されるだけではなく，多くの教科で大幅な改定があり，入試制度も変わろうとしている．
このような中で改訂だけが行われても，まずは担当教科の改訂に対応することが最大の課
題であり，ただでさえ多くの学校で十分に理想的な運営が行われているとは言い難い「総
合的な学習の時間」の改訂に十分に対応できるのであろうか．実際文部科学省も「総合的
な学習の時間の現状と課題，改善の方向性（検討素案）」において，「総合的な学習の時間」
について以前「教科の補充・発展学習や学校行事などと混同された実践が行われている例
も見られる」と認めている．私見ではあるが，多くの現場の教員たちにはそれまで培って
きた専門知識や生徒たちに伝えたい理想や理念があるが，それを授業という形にするのに
は，膨大な時間がかかる．文部科学省には指導要領の改訂だけではなく，既に十分社会的
問題となっている教員の働き方改革や人材・予算などの拡充を図るべきでなかろうか．そ
うでなければせっかくの改訂も現場レベルで追いつけないということになってしまいかね
ない．先にも述べたがこの授業を企画しカリキュラムを作るのには 2年以上を要してい
る．実際に文部科学省が発表した「高等学校学習指導要領の改訂に伴う移行措置案に対す
る 意見公募手続（パブリックコメント）の結果について」でも，「総合的な探究の時間を
来年 4月から全ての高校で実施するのは難しいのではないか．地域や地元企業の協力を得
て実施することを考えると，今から来年度の計画を立てるには準備時間が不足する．実施
を 1年遅らせてはどうか．」や「「総合的な学習の時間」が「総合的な探究の時間」に変わ
ることについて，その意義をしっかりと各学校に指導・助言し，学校任せにすることで，
学校，または教職員の負担増加にならないよう支援策等を講じる必要がある．」などの意
見が公開されているが，それに対する回答の全文をここに掲載はしないが，「趣旨をご理
解ただだきたい」という一言に尽きる．私自身特に「総合的な探究の時間」の理念には賛
成するが，拙速な改定は現場の負担の増加に繋がり，教員採用の倍率も低下する中，人材
の更なる枯渇など教育の未来に皺寄せがいくのではないかと危惧している．
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末尾にはなるが，このような授業を若手の教員に任せて企画させていただいた学習院高
等科の「総合的な学習の時間」の土台を築いてくれた先輩方，東京私学教育研究所での発
表の機会を与えてくれた先生，またこの紀要への掲載を勧めてくれた諸先生方，そして未
完成な授業に積極的に参加してくれた受講生たちに改めて感謝したい．
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